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山 田 亜 理 沙 （ ピ ア ノ＆ チ ェ ン バ ロ ）ＡrisaYanlada,（Ｐｉａｎｏ＆ Ｃｅｍｂａｌｏ）

東京学芸大学卒業、武蔵野音楽大学人学院修了。ドイツ・ベルリンにて研鎖を積む。

スタインウェイ国際ピアノコンクールin Berlirl入賞、ベルリンフィルハーモニー室内楽

ホールにて演奏。鹿児島新人演奏会出演、最高位である県知事賞受賞ｏ大阪国際音楽コ
ンクール アーリーミュージック部門(チェンバロ)入選。ポーランド国立クラクフ室内管

弦楽団と共演。モーツァルテウム音楽院、パリ国際音楽アカデミー他、国内外のマス

タークラスや音楽祭に参加。ピアノを中野孝紀、丸山淑子。チェンバロを西山まりえ、
オルガンを石丸由佳の各氏に師事。現在、東京を拠点に 室内楽や歌曲・合唱伴奏に積

極的に取り組む傍ら、後進の指導も行なっている。近年はチェンバロ演奏にも力を注い
でいる。武蔵野音楽大学伴奏助手(指揮科)。洗足学園音楽大学演奏要員。

村 石 達 哉 （ヴ ァ イ オ リ ン ） ｍs ｕyａ Ｍｕｒaishi（Ｖｉｏｈｎ）

5歳よりヴァイオリンを始め、武蔵野音楽大学。同大学院、ベルリン国立芸術大学に

学ぶ。SFB ラジオ第2放送、ドイツ、イタリア、スウェーデンにおいてリサイタルを開
いた後、95 ～96 年にドイツのオーケストラ"エルフランド・フィルハーモニー"の首席コ

ンサートマスターを務め集客力がなかった楽団を再生じ|昔しまれながらも退任し、その

後ソロ活動に移りヨーロッパを中心にオーケストラと共演、音楽祭出演、客演指押を行
い99年に帰国し現在に至る。 バロックヴァイオリンの奏者としても研星を積み、中国

ツアー、米国ツアーを行った。 パロック音楽の視点からの作品の演奏解釈を行いアカ
デミックな表現法を試みている。 またそれが認められ2013 年にはインディアナ大学の

招聘を受け演奏。2015 年より毎年ベルリンでのリサイタルを再麗し、またオーストリ

アのオツタールで夏に行なわれている音楽祭のマスタークラスの講師を毎年務めている。

綿 貫 舞 乃 （ ヴ ァ イ オ リ ン ＆ ヴ ィ オ ラ ） Ｍａｉｎｏ Ｗｌtａｎｕki ［Ｖｉｏ］in＆Ｖｉｏｌａ）

3歳よリヴァイオリンを始める。 これまでに伝田充正、村石達哉、マリアンネ・ベッ

チャー（ベルリン芸大教授）、パルトムード・オメッツペルガー（ウィーン）の各氏に

師事。　ドイツ・ラインスペルクとオーストリア・オーバーグーグルのマスタークラス
に参加し、共にファイナルコンサートに出演する。15 年｡G 年､17年､19年ベルリン及び

オーストリアでのコンサートに出演し好評を得るO　18 年にオーストリアのグラーツに

てヴィヴァルディのヴァイオリン協奏曲を室内オーケストラと共に共演。19 年に
ウィーンのカプツィーナ教会にて演奏会を行った。メセナジュニアオーケストラを経て

メセナ市民交響楽団のメンバー、コンサートミストレスを務める。 現在、ウィーンと

日本での演奏活動と共に後進の指導も行っている。T ＆Ｍ音楽企画の専属アーティスト。

クリストフ ァー' 聡‘ ギブ ソン( チェロ)ChristoPher S.Gibsｏｎ[Ｃｄ]ｏ)
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当公演の感染症対策

4 才よりチェロを始 める。 高校在学 中にTangle ｗｏｏｄ,lndiana Univ ｅrsity, lntｅrlochen

の夏 期プ ロ グラム に参加。 横浜 イン ター ナショ ナル スクール 座業後、2005 年 に米

イ ヱール大学に進学、哲学・政治学を二重専攻。 在学中、Aldo Pari ｓｏtとのオーディ

ションに合格し、 イ：.l:｡－ル音楽院にてメニューイン氏との共演を果たした〇le Akaho ｓhi

氏に 室内楽をＷｅrldy Sharp 氏に師事する。　2011 年秋 にイェール大学卒業後、 哲学、

文学、 芸術を通して英語を教 えると共に。チェリストとし て東京 ・鎌倉 を中心に活躍牛。

2012 年 冬、 国 際演奏家協会 新人 オーデ ィシ ョン にてパッハ無 伴奏 ヴァイ オリン パル

ティ ータで入賞した 際。 審査員の一人であ るヴ ァイオリニ スト川畠成道氏 から 「曲の

世界に入り込むこ との出来る演奏」という賛辞を受ける。
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当公演は座席制限によるソーシャルディスタンスの確保、来場者の検温実施などの感染症対策を請じてぃますぐ

必ずマスクを着用してご来場ください。発熱や風邪症状のある方は来場をご遠慮ください、　　　　　　　　　・

手指の消毒にご協力ください。ご来場時、氏名と連絡先の記入にご協力ください。　　　　　　 ／?

※「駐車場（有料）には限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。」　
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